
覧

　
　
第
＋
巷
　
雑
魚
r
契
婁
毒
薪
資
料

　
頁
）
及
び
桑
原
博
士
昌
盛
碑
自
国
パ
同
上
銘
二
十
編
七
一
二
七
夏
）
峯
照

（
－
o
）
金
策
巷
七
十
三
完
熟
庸
勢
傳
及
び
同
寸
怒
煕
熈
宗
本
犯
饗
照

（
1
1
）
同
上
。

（
1
2
）
奨
丹
女
眞
酉
夏
丈
字
考
（
災
墨
難
吏
第
乃
編
一
〇
五
入
頁
）
甕
照

（
1
3
）
金
匠
巷
九
章
宗
本
紀
Q

（
4
工
）
吏
學
雑
誌
第
九
編
九
二
六
頁
。

（
1
5
）
ぎ
弱
珍
ぽ
9
お
密
鐸
・
讐
・
量
切
O
登
簿
‘
》
読
順
回
。
。
雪
穿
ヴ

　
　
臨
ヨ
印
9
剛
。
・
き
や
H
い
；
昌
に
見
ゆ
る
霧
。
昔
ぎ
器
冒
臼
。
7
。
｝
・
窪

　
　
聾
畠
聾
圃
巴
m
。
弓
冨
に
此
の
考
た
蓮
べ
糞
こ
虐
が
閤
罠
g
氏
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
嬢
一
蹴
　
　
　
　
九
山
ハ
、
　
（
九
六
）

　
　
つ
て
十
こ
れ
て
ね
ろ
ハ
、
一
、
。
毒
鰻
冒
p
＜
9
図
絶
戸
累
。
．
命
や
越
鵯
・

　
　
ぎ
ε
怜
’
）
こ
』
に
ひ
い
糞
の
に
こ
れ
に
櫨
つ
象
の
で
あ
る
。

（
1
）
9
毒
冨
．
駈
野
≧
算
霧
霧
象
ぎ
一
色
崖
・
西
下
三
巴
σ
q
・
き
餐
終
§
学

　
　
吃
）
鼠
象
巳
・
匿
マ
〉
唖
p
蕎
■
お
H
ド
ψ
蝋
。
同
●

（
1
7
）
↓
．
。
§
臓
冨
9
く
。
ド
擁
属
り
累
9
亭
マ
諺
摯
受
⑦
鱒
・

（
1
8
）
此
の
解
繹
に
つ
い
て
ば
桑
原
博
士
や
狩
野
博
士
に
も
質
し
、
誤
ろ
研

　
な
い
ミ
信
ず
る
定
共
に
、
こ
》
に
罪
し
て
感
謝
り
長
戸
表
明
す
ろ
。

（
1
9
）
曳
學
雑
拙
帥
第
九
編
目
〇
六
三
頁

天
交
翻
記
鷺

大
阪

橋

童1

正

　
天
文
日
記
は
本
願
寺
第
十
世
論
如
の
日
乗
で
あ
る
◎
誕

如
は
譲
を
光
激
こ
い
ひ
懸
如
の
第
二
子
で
あ
っ
て
、
永
正

十
三
年
十
一
月
二
十
日
、
山
科
の
本
願
寺
で
狐
々
の
盤
を

あ
げ
、
大
永
五
年
畢
生
實
如
の
示
寂
す
る
に
及
ん
で
、
本

願
寺
留
守
職
を
襲
ふ
た
、
時
に
年
僅
か
に
十
歳
で
、
青
蓮
院

門
跡
尊
鎭
親
王
の
門
に
入
り
て
得
度
し
、
九
條
樹
経
の
猶

子
こ
な
っ
た
Q
こ
れ
本
願
寺
に
於
け
る
撰
家
猶
子
の
濫
筋

で
あ
る
。
天
文
元
年
八
月
二
十
四
冠
、
謹
如
の
十
七
歳
の

～
β



時
、
荘
嚴
臭
佛
國
の
如
く
な
り
し
由
科
の
坊
舎
も
、
法
華
一

揆
の
襲
撃
に
會
ふ
た
の
で
、
難
を
大
阪
に
避
け
、
同
二
十

三
年
八
月
十
三
H
、
三
十
九
歳
を
以
て
遷
化
し
た
。
天
文

日
記
は
即
ち
こ
の
大
阪
移
居
の
後
に
籍
し
、
天
文
五
年
正

月
朔
員
に
始
ま
っ
て
、
同
二
十
三
年
入
玉
二
H
、
遷
化
の

期
切
追
す
る
時
に
及
び
、
謹
如
の
二
十
一
歳
か
ら
三
十
九

歳
特
約
二
十
年
聞
に
亘
っ
て
居
る
。
中
に
は
刷
に
昔
信
日

記
ご
し
て
、
諸
覆
の
猛
男
品
の
手
控
も
あ
る
。

　
こ
の
天
上
日
記
は
輩
に
本
願
寺
乃
至
は
眞
宗
の
史
料
こ

し
て
屈
強
の
償
値
を
有
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
戦
國
時
代

　
　
　
　
　
　
　
ぽ

一
般
の
史
料
ご
し
て
種
々
な
る
黙
に
於
て
解
明
の
光
を
投

ふ9，

驍
ｪ
、
就
中
大
阪
市
の
登
達
甲
虫
を
知
る
上
に
逸
す
べ

か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
ル
兀
年
出
版
さ
れ
た
大
阪
市
套
両
翼

會
編
の
大
阪
市
史
に
天
文
羅
寵
の
墾
照
さ
れ
て
居
ら
澱
の

は
、
か
ね
て
遺
憾
ご
思
っ
て
鷹
た
が
、
今
そ
の
一
節
を
補

ふ
意
昧
に
於
て
こ
の
一
文
を
登
表
し
、
併
せ
て
餌
料
こ
し

て
見
た
天
文
日
記
の
二
三
注
意
に
上
つ
だ
事
項
を
記
す
こ

　
　
　
第
十
巷
　
　
灘
　
纂
　
　
天
丈
鷺
記
霊
大
阪

ε
、
す
る
。

　
抑
東
成
郡
生
玉
庄
内
大
坂
御
坊
は
、
明
懇
五
年
九
月
二

十
四
郷
蓮
如
の
敷
地
一
軍
に
富
源
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て

實
悟
の
拾
塵
記
に
よ
る
ご
、
そ
の
地
は
「
虎
狼
ノ
ス
ミ
カ

也
、
家
ノ
ー
モ
ナ
ク
畠
バ
カ
ソ
ナ
リ
シ
所
也
」
ご
い
ふ
G
九

月
二
十
九
日
に
鍬
初
が
あ
っ
て
、
翌
十
月
入
日
に
は
草
坊

が
建
つ
た
ビ
い
ふ
か
ら
、
最
初
は
さ
、
や
か
な
坊
舎
が
設

け
ら
れ
た
に
過
ぎ
濾
で
あ
ら
う
Q
逆
如
は
こ
、
に
前
後
三

年
居
住
し
て
、
山
科
ご
の
間
を
往
返
し
て
居
た
や
う
で
あ

る
、
そ
の
後
こ
の
坊
舎
が
俄
に
登
展
を
途
げ
π
の
は
、
前

述
の
誰
如
移
居
の
後
で
、
こ
れ
よ
り
封
地
大
阪
本
願
寺
こ

し
て
、
｝
涙
中
心
の
本
寺
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
坊

含
の
結
構
な
り
、
坊
舎
を
國
即
す
る
町
屋
即
ち
寺
院
都
市

の
騰
勢
撰
す
べ
て
山
科
時
代
の
運
綾
と
見
て
よ
い
の
で
あ

っ
て
、
爾
々
覇
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
天
丈
臼
記

に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
駅
況
を
窺
っ
て
見
よ
う
Q

　
山
科
時
代
に
於
て
は
寺
内
入
町
ご
適
し
、
現
ζ
そ
の
遺

　
　
　
　
　
　
　
第
一
瀧
　
　
　
九
七
　
　
（
九
七
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
維
　
纂
　
　
天
文
B
記
ミ
大
販

蹟
に
四
丁
野
の
・
名
を
切
論
め
て
居
る
が
、
大
阪
じ
於
て
は
寺

内
は
六
町
で
あ
っ
た
、
六
町
ご
い
ふ
の
は
清
水
町
、
北
町

南
町
、
西
町
、
新
屋
敷
．
当
物
屋
町
（
或
ひ
は
北
町
屋
）
で

あ
る
．
）
そ
の
方
位
を
現
は
す
町
名
が
、
本
願
寺
を
中
心
ビ

し
て
居
る
こ
ご
は
い
ふ
迄
も
な
い
．
、
こ
の
六
町
が
一
廓
の

形
を
具
へ
て
居
た
こ
ご
は
、
「
六
町
の
か
ま
へ
一
覧
候
」
（
天

文
五
年
五
月
二
十
五
日
條
）
ε
い
ふ
藷
に
よ
っ
て
も
察
せ

ら
れ
る
が
、
先
づ
そ
の
外
勤
の
方
面
か
ら
見
る
ご
、
堀
を

綾
ら
し
て
城
郭
の
醗
裁
を
有
し
だ
の
で
、
い
は
や
寺
院
楚

城
郭
都
市
の
性
質
を
帯
び
て
居
た
。

　
　
一
、
新
屋
下
之
町
二
二
上
野
し
て
申
患
様
、
新
屋
敷
西
口
之
わ

　
き
の
野
末
ほ
り
か
け
て
お
き
候
、
早
々
堀
を
堀
立
（
天
交
五
年

　
正
月
二
十
九
g
條
）

　
　
一
、
新
燈
日
乾
角
要
害
、
三
三
町
人
普
請
し
候
、
從
今
日
近
所

　
の
在
々
所
々
の
人
民
來
候
（
嗣
六
年
三
月
工
ハ
日
條
）
o

　
　
一
、
新
屋
敷
北
堀
出
軍
以
後
土
屡
之
用
一
一
姻
北
ソ
畠
ノ
土
取
之

　
候
、
識
ハ
本
丁
爲
新
屋
敷
、
三
幅
之
段
、
無
調
法
候
聞
、
爲
此
方

　
出
之
候
様
ト
、
三
陸
文
面
候
（
岡
七
年
三
月
二
十
八
臼
條
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
入
　
　
（
九
八
）

　
　
一
、
寺
内
新
桑
敷
、
北
西
井
堀
之
用
二
其
限
旧
幕
阻
等
、
土
取

　
曇
空
地
荒
暴
、
其
年
貢
回
顧
主
催
促
之
鶴
、
駕
彼
町
此
方
へ
由
三

　
　
ハ
佛
叩
子
鱒
酬
翫
四
三
い
て
ミ
由
・
椴
恥
．
承
椴
肱
、
恢
～
轟
・
ニ
ハ
此
段
以
晶
剛
二
無
…
轟
骨
公

　
理
一
ハ
、
殊
他
町
な
・
ご
に
も
堀
豫
を
か
き
候
へ
共
、
不
及
其
儀
條

　
無
堂
悟
之
回
申
繊
候
（
同
八
年
四
月
二
＋
九
日
條
）
。

　
　
一
、
城
を
作
り
松
田
三
三
候
聞
、
五
日
三
三
染
三
端
燈
之
（
岡

　
二
十
一
年
二
月
十
日
條
）
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
ク

　
　
一
、
鹸
曜
江
堤
、
武
士
ウ
心
代
官
北
ハ
、
可
。
城
…
之
・
田
由
－
來
、
先
ニ
ハ
六

　
ケ
所
八
ヶ
所
、
百
姓
錐
城
之
、
全
無
力
之
聞
、
武
士
城
之
也
、

　
武
士
之
適
薬
へ
共
，
此
方
持
分
城
候
閥
、
代
官
共
へ
樽
縫
之
（
同

　
年
四
月
二
十
三
日
條
）
Q

　
而
し
て
本
願
寺
が
六
町
に
劃
し
て
「
領
主
」
の
権
能
を
有

し
て
居
た
こ
ご
は
右
の
引
用
文
中
に
見
え
る
所
で
あ
っ
て

徴
租
の
権
を
も
つ
て
居
た
こ
ご
は
蔽
へ
な
い
。
但
し
十
六

人
番
匠
だ
け
は
特
別
の
振
ひ
を
蒙
っ
て
居
た
や
う
で
あ
る

十
六
人
番
匠
ご
は
蓮
如
の
時
六
人
の
番
匠
に
命
じ
て
「
番

や
ぐ
ら
、
橋
、
屏
、
く
ぎ
置
き
、
爲
此
衆
仕
也
」
ご
あ
る

も
の
で
、
こ
れ
が
後
世
に
は
十
六
人
に
事
え
，
十
六
入
衆

～



＼
評

　
ε
も
呼
ば
れ
て
み
た
。
天
文
こ
十
一
年
頃
に
な
る
こ
こ
の

　
十
六
人
衆
が
移
塘
長
駿
難
し
た
ご
見
え
「
，
寺
内
に
號
十
六

　
人
番
匠
、
町
之
諸
役
不
致
之
撫
、
虞
北
町
串
之
」
（
同
年
二

　
月
二
十
五
日
條
）
ご
記
さ
れ
て
み
る
。
諸
…
役
免
除
で
は
な

　
か
つ
淀
に
し
て
も
、
一
般
町
民
ご
は
異
っ
た
特
劉
待
遇
を

　
受
け
て
居
だ
に
和
違
な
い
、

　
　
而
し
て
六
町
に
は
円
が
あ
っ
て
、
毎
臼
一
定
の
時
刻
に

　
こ
れ
を
開
閉
し
、
そ
の
鍵
は
寺
で
保
管
し
た
Q

　
　
　
…
、
六
町
の
門
、
辰
刻
牟
時
歎
、
宿
学
か
に
悉
打
之
、
鍵
此
方

　
　
　
へ
取
候
億
岡
六
年
二
月
二
十
四
日
…
糠
）
。

　
　
然
し
そ
れ
で
は
不
便
の
こ
ご
も
出
來
す
る
の
で
．
町
の

　
講
求
に
任
せ
後
に
は
鍵
を
町
に
預
け
る
こ
ご
に
，
し
た
Ω

　
　
　
一
、
六
町
ノ
鍵
，
郎
剛
購
へ
由
義
粥
度
巾
ビ
言
上
條
遣
サ
偏
候
、
其
一
ナ
細

　
　
者
繋
ぎ
わ
の
萎
ま
で
、
夜
之
膿
漏
、
就
此
熊
蝉
之
也
（
同
七
年

　
　
四
月
二
十
五
Q
條
）
〇

　
　
六
瞬
の
夫
々
に
は
町
の
長
或
ひ
は
年
寄
総
代
こ
も
い
ふ

　
べ
き
代
表
者
が
定
め
ら
れ
て
み
た
や
う
に
思
は
れ
る
の
は

　
　
　
　
第
十
饗
　
　
難
　
纂
　
　
天
丈
日
認
定
大
阪

O

「山

n脚

ｴ
衆
、
一
町
宛
召
爾
唐
、
以
昌
不
皿
斗
一
接
地
也
」
（
同
∴
1
↓
年
　
止

月
元
日
條
）
こ
い
ふ
記
事
の
あ
る
こ
ご
で
あ
る
Q
一
膿
こ

の
町
を
遮
じ
て
幾
何
の
愛
嬌
が
あ
っ
た
か
は
明
か
で
な
い

が
北
殿
礎
の
地
突
に
「
町
衆
二
百
人
目
が
出
て
居
る
慮
か
ら

い
ふ
ご
（
同
十
六
年
十
月
二
十
三
臼
條
）
、
相
當
に
多
か
っ

た
や
う
ε
あ
る
。
し
て
見
る
ご
六
町
衆
こ
い
ふ
の
は
、
山
ハ

町
の
登
住
民
の
意
昧
で
は
な
く
そ
の
代
表
者
ご
解
す
る
の

が
穏
當
で
あ
る
。

　
な
ほ
六
町
に
は
番
屋
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
寺
内
の
警

備
に
常
り
、
町
の
秩
序
を
維
持
し
た
◎

　
　
一
、
今
朝
六
町
の
活
惚
ノ
＼
に
札
を
打
候
、
判
青
上
野
斗
，
其

　
子
細
者
火
付
並
盗
入
、
博
爽
、
此
々
條
事
触
レ
其
段
於
告
知
者

　
代
物
吋
言
忌
由
也
（
同
七
年
九
月
十
四
挺
條
㌔

　
犯
罪
者
を
懸
賞
附
で
客
星
せ
む
ご
し
た
の
も
面
自
い
。

こ
の
番
屋
に
就
い
て
は
實
悟
の
本
願
寺
作
法
阿
之
次
第
に

「
寺
内
町
の
淀
を
番
屋
に
ぜ
さ
せ
ら
れ
暗
し
」
ご
あ
る
か
ら

山
科
時
代
か
ら
存
す
る
こ
ご
は
疑
は
れ
諏
。
聞
記
の
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
九
　
　
（
九
九
）



．

　
　
　
第
十
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
天
丈
隣
諾
ミ
大
阪

・
年
十
一
日
β
十
九
段
條
に
「
番
屡
…
孫
毒
ハ
、
｛
疋
番
也
」
ご
・
の
る
が

番
屋
誌
の
吉
名
の
明
か
な
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
六
年

七
月
十
一
臼
條
に
よ
る
ご
、
【
、
寺
内
盆
暮
躍
」
を
停
止
せ
し

め
て
居
る
が
、
六
町
の
些
細
な
こ
ご
に
塾
し
て
も
本
願
寺

が
無
題
心
で
な
か
つ
淀
こ
ご
が
察
せ
ら
る
。
而
し
て
本
願

寺
ご
寺
内
こ
の
親
し
み
を
示
す
事
終
ご
し
て
は
、
風
呂
を

繋
げ
ね
ば
な
ら
澱
の
で
あ
っ
て
．
．
坊
内
の
風
呂
の
外
に
寺

・
四
一
だ
け
｝
の
風
呂
・
も
開
…
か
れ
た
。
．
た
ぐ
」
へ
ば
義
ハ
年
八
月
二
十

田
條
や
．
七
年
二
月
十
「
目
條
に
「
寺
内
風
呂
焼
候
」
ご

あ
る
の
が
そ
れ
で
、
し
か
も
男
女
別
募
れ
て
み
た
こ
ご
は

七
年
十
二
月
ニ
ナ
八
田
條
に
「
女
房
衆
之
風
呂
」
こ
い
ふ
の

に
平
し
て
私
心
記
（
綾
箕
欝
金
書
置
版
）
に
「
男
衆
』
ご
特
に

こ
ご
は
っ
た
も
の
が
あ
る
の
で
朋
か
で
あ
る
（
天
文
ナ
七

年
十
こ
月
二
十
七
臼
．
同
二
十
年
十
二
月
ニ
ナ
九
羅
條
）
。

　
六
町
の
住
民
の
中
に
商
業
に
誓
事
す
る
者
の
あ
っ
た
こ

ご
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
そ
の
出
稼
こ
す
べ
き
も
の
を

拾
は
や
、
寺
内
坂
東
屋
職
二
郎
こ
い
ふ
の
が
如
き
入
物
を

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
σ
（
一
〇
Q
）

は
じ
め
ご
し
て
、
窮
町
屋
戻
屋
彌
七
、
木
村
屋
了
專
、
油

屋
髭
新
右
衛
門
、
塁
歴
浄
宗
．
厨
子
屋
二
郎
左
衛
門
、
園

筆
屋
磐
三
郎
、
荒
置
屋
源
左
衛
門
等
が
現
は
れ
て
居
”
Φ
。
屋

號
中
で
も
油
屋
、
墨
屋
隔
厨
子
屋
の
如
き
直
ち
に
そ
の
商

責
を
語
っ
て
居
る
が
、
私
心
記
に
「
町
衆
の
厩
屋
」
ご
あ
る

の
ご
共
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
な
ほ
寺
内
「
あ
を
や

町
の
曾
比
界
雷
庵
」
な
る
も
の
が
見
え
て
居
る
が
、
比
丘

尼
庵
の
あ
っ
た
こ
ご
が
町
の
氣
分
を
味
は
し
め
る
ご
同
時

に
、
轡
屋
即
ち
藍
染
屋
の
あ
っ
た
こ
ご
は
懸
物
屋
町
の
檜

物
屋
ご
典
に
晃
逃
せ
な
い
。
兎
に
角
六
町
が
一
團
、
こ
し

て
或
る
量
っ
た
膿
裁
を
有
し
て
居
た
こ
ご
は
確
か
で
あ
ら

う
Q
北
町
に
は
惣
滋
場
が
あ
っ
て
（
同
十
六
年
八
月
十
日

條
）
、
町
民
の
精
紳
生
活
を
も
偲
ば
し
め
る
が
、
北
町
五
謎

講
・
同
十
一
年
七
月
二
十
三
筆
下
）
も
恐
ら
く
こ
の
惣
近
場

を
中
心
こ
し
た
宗
毅
難
球
結
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
私

心
記
に
は
「
町
ノ
曳
網
十
ム
・
疑
仕
癖
」
（
永
鵜
川
四
年
入
月
十
臼

條
）
ご
あ
る
か
ら
．
町
民
の
経
濟
生
活
も
纏
綿
に
狡
逡
し



て
居
だ
こ
ご
が
知
ら
れ
る
。

　
更
に
眼
を
縛
じ
て
當
時
の
本
願
寺
の
三
智
乱
離
を
よ
そ

に
し
た
墾
和
な
氣
分
を
「
虚
し
て
見
よ
う
。
先
づ
例
年
の

歳
首
に
は
譲
ひ
数
番
に
任
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
が
、

天
文
十
三
年
の
正
月
十
六
日
目
は
聖
書
（
松
拍
子
）
が
三
十

三
入
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
翠
黛
。
玉
依
姫
、
羅
生
門
、
花

形
見
、
巴
園
、
松
虫
萄
、
城
天
狗
の
七
番
の
名
が
見
え
る
◎

松
拍
子
の
曲
名
の
明
記
さ
れ
て
み
る
の
は
、
こ
の
方
面
の

研
，
究
の
滲
考
に
な
ら
う
Q
な
ほ
盆
正
月
の
猶
々
を
見
る
ご

猿
樂
長
命
太
夫
、
千
秋
莫
歳
、
江
州
横
せ
き
の
手
猿
樂
、

森
の
く
せ
舞
幸
若
太
夫
、
金
剛
太
夫
等
が
霞
聾
し
て
居
る
・

ば
か
り
で
な
く
、
か
つ
ら
む
す
め
（
或
ひ
は
勝
浦
女
ご
書

く
が
京
都
桂
村
在
住
の
特
殊
民
で
あ
る
）
が
鮎
の
す
し
、

小
鮒
、
大
豆
等
を
持
っ
て
來
て
居
た
り
、
住
吉
長
井
宿
か

ら
弦
十
張
を
納
め
、
河
原
者
彌
次
郎
が
箒
や
緒
太
を
持
っ

て
來
て
居
る
。
何
れ
も
魁
愈
民
俗
を
見
る
上
に
看
過
す
る
．

こ
ご
は
出
確
ま
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
第
十
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
天
目
H
記
建
大
阪

　
、
正
月
に
は
叉
よ
く
雪
打
を
行
っ
て
居
る
。
そ
の
一
働
を

　
示
す
ご

　
｝
、
大
雪
、
自
学
降
候
、
鷺
寸
画
讃
候
、
就
其
於
堂
之
庭
、
各

　
雪
打
さ
せ
候
、
又
高
殿
庭
に
て
も
後
少
々
、
堂
に
て
瀬
野
に
の

　
ま
せ
候
㌫
岡
七
年
正
月
十
臼
條
）
。

　
雪
に
ほ
て
っ
た
顔
を
酒
で
赤
ら
め
た
こ
ご
で
あ
ら
う
。

　
陽
春
の
候
に
な
っ
て
梅
の
花
が
綻
び
そ
め
る
ご
、
例
年

昇
殿
の
花
見
が
あ
る
が
、
身
熱
膚
ら
暴
北
勝
尾
の
山
に
花

見
に
田
か
け
た
こ
ご
も
あ
る
。

　
八
ロ
ニ
ハ
勝
尾
花
令
見
物
、
自
蘭
ハ
箕
爾
寺
之
瀧
加
一
魔
也
、
自

　
其
吹
㎞
出
へ
翻
｝
識
…
、
…
累
乗
舟
大
坂
（
蹄
・
也
，
雨
故
瀬
㎝
路
＝
｛
側
彊
…
正

　
難
し
る
く
、
す
べ
る
間
、
及
深
夏
野
予
舟
、
亥
刻
大
過
二
令
錦

　
坊
也
（
同
二
十
年
三
月
五
日
條
）
o

　
叉
木
澤
浦
に
潮
干
見
物
に
赴
い
て
、
春
の
浦
曲
の
風
色

を
賞
で
た
こ
ご
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
爲
臨
皿
午
㌫
黒
物
、
融
解
浦
へ
献
鰯
候
（
同
七
年
…
ご
月
三
日
條
）

夏
の
興
は
盆
踊
に
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
趣
向
を
凝
し
て
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
扁
號
　
　
　
一
〇
榊
　
（
一
〇
一
）



　
　
　
魏
十
巷
　
　
維
　
纂
　
　
天
文
難
記
ミ
大
阪

い
躍
を
作
っ
た
こ
ご
も
あ
る
。
天
文
十
二
年
の
盆
に
は
龍

田
躍
、
花
笠
躍
、
雪
躍
，
小
董
風
流
（
腿
．
は
笠
鉾
也
）
等
の

曲
爵
が
暴
っ
て
居
る
が
、
「
議
論
、
倉
新
作
、
女
房
衆
致
之
」

ご
あ
る
。
な
ほ
小
董
に
回
し
て
は
十
五
年
六
月
九
臼
條
に

「山

n
町
幼
者
北
ハ
、
生
玉
一
胡
乱
冨
之
磁
駈
、
予
不
見
開
圏
、
　
見
せ
度

之
山
し
に
て
わ
ざ
一
能
樂
を
見
せ
て
居
る
。

　
秋
に
は
．
信
貴
山
邊
の
紅
葉
を
賞
美
し
た
こ
S
も
あ
る
」

　
　
一
．
亥
刻
牟
迅
雷
、
令
獲
足
，
儒
貴
山
紅
葉
一
団
萱
之
、
餓
食

　
三
士
折
、
有
酒
十
合
欝
行
也
、
鰻
頭
大
一
二
調
持
（
中
略
）

　
　
一
、
自
其
法
隆
一
寸
令
・
見
物
、
自
其
大
坂
へ
亥
馴
川
筆
陣
（
岡
こ
十

　
　
一
年
十
月
十
三
日
條
）
。

　
な
ほ
例
年
の
行
事
で
は
な
い
け
れ
こ
も
。
唐
船
見
物
の

　
記
事
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
記
に
よ
る
ご
明
船
が

大
阪
に
ま
で
來
て
、
本
願
寺
の
寺
内
に
乗
入
れ
だ
や
う
で

あ
る
。
天
文
十
六
年
の
こ
ご
で
あ
る
が
、
入
月
十
H
に
心

算
寺
の
取
次
で
唐
人
中
か
ら
二
十
種
を
納
め
π
の
で
同
月

二
十
日
に
返
禮
こ
し
て
、
本
願
寺
か
ら
米
十
石
、
薪
五
十

把
、
三
五
三
鷹
ご
五
百
疋
を
賂
っ
て
居
る
。
越
え
て
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
二
（
噸
O
二
）

三
欝
に
｛
、
爲
唐
燈
見
物
書
誌
也
」
ご
あ
る
が
．
「
上
手
西
之
下

河
二
納
」
ご
註
し
て
居
る
。
こ
の
註
を
更
に
明
か
に
説
馴

す
る
た
め
に
次
の
記
事
を
引
い
て
お
か
う

　
｝
、
左
馬
頭
松
井
十
兵
衛
、
小
河
左
橘
兵
衛
、
水
尾
源
介
、
並

　
河
」
四
郎
山
左
｝
備
㎜
門
醗
守
へ
、
就
今
度
唐
般
一
寸
内
　
へ
乗
入
之
儀
、
被
絹

　
意
之
闘
、
爲
旧
記
唐
物
三
種
、
充
五
人
造
三
三
、
使
河
野
兵
庫

　
取
次
（
同
年
十
月
一
日
條
）
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
前
の
「
堂
之
下
」
が
本
願
寺
の
堂
を
指
す

こ
ご
は
疑
へ
な
い
。
な
ほ
唐
物
の
償
格
に
与
す
る
記
事
が

あ
る
が
．
た
こ
へ
ば
唐
綜
堅
忍
代
二
十
貫
、
二
子
五
端
代

拾
三
貫
、
唐
木
綿
十
端
三
貫
五
百
文
、
砂
糖
二
十
斤
代
一
貫

斗
こ
い
ふ
類
で
あ
る
が
、
交
蓮
史
料
な
り
経
濟
史
料
こ
し

て
も
虫
二
重
で
あ
る
。
な
ほ
調
薬
へ
唐
船
…
尋
物
に
出
か
け
た

の
は
こ
れ
よ
り
も
早
く
、
天
文
七
年
十
二
月
一
臼
條
に

　
一
、
就
唐
船
鳳
兄
物
之
儀
、
…
以
隈
…
密
堺
津
へ
絨
…
幽
い
、
隷
心
噴
出
寸
貼
迫
場
…

　
へ
若
候
、
隔
枳
原
次
郎
左
衛
門
佼
…
馳
走
也
、
詳
記
寸
描
四
瀦
加
二
寛
之
、

　
於
船
中
客
衆
折
樽
到
來
候
。

　
ご
あ
る
が
．
謹
如
肖
身
の
異
邦
趣
膿
に
よ
る
こ
ご
で
も

冷

、



あ
る
が
、
本
願
寺
の
証
會
的
交
渉
を
窺
察
す
る
上
か
ら
も

興
昧
が
紗
く
な
い
◎

　
私
は
以
上
述
べ
た
が
如
き
本
願
寺
を
中
心
こ
し
た
寺
内

六
町
を
基
礎
こ
し
て
大
阪
市
が
畿
達
し
た
こ
主
張
し
よ
う

ご
す
る
の
で
は
な
い
が
、
寺
内
六
町
が
都
市
獲
蓬
上
の
主

要
な
一
つ
の
鑑
ご
な
つ
だ
こ
ご
は
認
め
て
よ
か
ら
う
ご
思

う
。
後
の
大
阪
市
か
ら
い
へ
ば
一
部
分
に
過
ぎ
ぬ
け
れ
ご

も
、
登
達
を
促
す
一
要
素
ご
な
っ
た
こ
ご
は
肯
定
せ
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。
こ
の
意
昧
に
於
て
寺
内
六
町
の
存
在
は
大

阪
市
史
に
是
非
記
載
せ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

、

第
一
十
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
天
丈
H
記
定
大
阪

第
一
號
　
　
　
一
〇
三
　
（
一
〇
三
）


